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３ 出席委員名  小松慶三、文珠清道、森益美、野木三司、米田敦弘 

 

４ 欠席委員名  なし 

 

５ 説 明 者  教育次長 吉岡喜代和、教育理事 木本勝幸、教育理事 竹本 茂、 

教育総務課長 藤村信行、学校教育課長 山根直樹、 

子ども未来課長 中村八寿子、社会教育課長 土出政信、 

文化財保護課 吉田 誠、総括指導主事 後藤幸雄 

 

６ 書   記  教育総務課長補佐 坪倉武広 

 

７  議   事 

(1)    議案第 11号 平成２６年度京丹後市立学校教職員の管理職人事異動内申について 

(2)    議案第 12号 平成２６年度教育委員会関係予算について 

(3)    報告第 5号  京丹後市立学校医の解嘱及び委嘱について 

 

８ そ の 他  諸報告 

 

９ 会 議 録  別添のとおり（全１２頁） 

 

１０ 会議録署名   

       別添の会議録は書記が記載したものであり、別添記載の正確であることを認めここに署

名する。 

 

平成２６年５月７日 

 

              委 員 長 小松 慶三 

 

署名委員 野木 三司 
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平成２６年 第３回京丹後市教育委員会会議録（詳細）       〈２月２５日（水）〉 

 

〔招 集 者〕 京丹後市教育委員会委員長 小松慶三 

〔被招集者〕 文珠清道、森益美、野木三司、米田敦弘  

〔説 明 者〕 教育次長 吉岡喜代和、教育理事 木本勝幸、教育理事 竹本 茂、 

教育総務課長 藤村信行、学校教育課長 山根直樹、 

社会教育課長 土出政信、子ども未来課長 中村八寿子、 

文化財保護課長 吉田誠、総括指導主事 後藤幸雄 

〔書  記〕 教育総務課長補佐 坪倉武広 

 

 

<小松委員長> 

ただいまから「平成２６年第３回京丹後市教育委員会臨時会」を開会いたします。 

委員の皆様方におかれましては去る２月１９日の小中一貫教育の研究発表会にご出席をい

ただきましてありがとうございました。子どもの育ちと指導の一貫性を目指してという研

究テーマの下、網野中学校区における小中一貫教育の教育実践の様子を公開授業に続きま

して各先生方から発表いただき、私どもの更なる理解を深めることに良いきっかけになっ

たと思います。関係の皆様方のご努力に対しまして敬意を表しますと共に、２８年度のす

べての中学校区での実施を目指して今後ともよろしくお願い致したいと思っておるところ

です。 

 

<小松委員長> 

 それでは、本日の会議録署名委員の指名をさせていただきます。 

 野木委員を指名致しますのでよろしくお願いします。 

 それでは、お手元の会議次第にそって議事を進めさせていただきます。 

 

<小松委員長> 

 初めに、会議の非公開についてお諮りを致します。 

議案第１１号は京丹後市教育委員会会議規則第１６条第１項第１号の規定により、非公

開としてよろしいでしょうか。 

 

<全委員>  

 異議なし。 

 

<小松委員長> 

 異議なしということで全員の賛同を得ましたので、議案第１１号については非公開とさ

せていただきます。 

 

（非公開部分省略） 
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<小松委員長> 

これより会議を公開とします。 

 

<小松委員長> 

 次の議案に入らせていただきます。 

議案第１２号「平成２６年度教育委員会関係予算について」を議題と致します。 

米田教育長から提案理由の説明をお願いします。 

 

<米田教育長> 

 これにつきましては、順番に沿って各課長の方から説明を致します。 

 

<吉岡教育次長> 

 各課長が説明をする前に私の方から全体的なことだけさせてもらいます。資料の一番後

ろに市全体の歳出予算の表があります。少し下も見てください。一番最後のページです。 

 平成２６年度一般会計予算の予定なのですが、歳出合計は３４１億９千万円となってお

りまして、内、教育費は３１億３，３５０万８千円で、一般会計全体に占める構成比は９．

２％となっています。平成２５年度の当初予算では３１４億円、内、教育費は２９億５２

１２万２千円でしたので構成比は９．４％でした。前年度に比べ、一般会計全体では２７

億９千万円の増ですが、増加率は８．９％でしたが、教育費は１億８，１３８万６千円の

増で増加率は６．１％となっています。この増加の主な理由は、耐震化や再配置に伴う改

修など学校施設整備の工事によるものが大きいというふうに思っています。また、民生費

の児童福祉費のうち、子ども未来課が所管する事業に関係する２６年度の予算は２８億９

４３１万３千円で２５年度予算の２８億３１１万３千円に比べ９，１２０万円の増、率に

して３．３％になっており、保育所再編による統合保育所の整備費が大きな要因になって

いると思っています。平成２６年度の主な事業は、子ども未来課関係では弥栄統合保育所

の整備を行うこととしております。峰山保育所と久美浜保育所の２つの統合保育所は２５

年度からの繰越事業となっております。峰山と久美浜は年度末になるとは思いますが、年

度内の改修を予定しており、弥栄は２７年度当初の改装を目指して整備を行うこととして

おりまして、これらの３施設とも幼保一体化施設として整備を行います。なお、弥栄統合

保育所整備に関係する予算は約８億３千万円をこの当初予算に計上しています。また、旧

峰山保育所と旧網野保育所は４月から私立の保育所として運営が始まります。運営前に改

修ができなかったものについては施設整備の補助金を交付することとしています。また、

これもこちらで資本事業計画を２６年度に策定する必要があるため、保育所民営化を進め

るための具体的な内容協議を行う選定委員会の関係経費を計上しております。 

教育費では、学校の安全・安心確保のため、引き続き施設の耐震化を進めるため、峰山

小学校・吉原小学校・丹波小学校の校舎、間人小学校の給食棟、峰山中学校の校舎棟の耐

震化工事の他、２７年度に一部耐震化工事を送っております吉原小学校の実施設計費を計

上しております。なお、橘小学校につきましては耐震化工事を予定しておりましたが橘中

学校の再配置後、橘小学校を橘中学校の校舎に移設してほしいという地元の方から要望が

あり、老朽化している橘小学校の校舎と比較し、橘中学校の施設が新しいこと、施設の状

況も良いことなどから教育環境が良いと判断し、将来的な施設の維持管理も考え、橘中学

校施設を橘小学校として利用することとし、橘小学校の耐震化工事を取りやめ、橘中学校



 3 

 

を小学校仕様に改修するための実施設計費を計上しています。普通教室等の空調について

はよく議会の方で質問も受けるのですが、計画的に実施することとしておりまして、久美

浜中学校は２５年度の国の補正予算で前倒実施することとして、今回３月議会に補正予算

を出します。２６年度は峰山中学校を耐震化工事に合わせて実施をすることとしています。

また、再配置に伴う関連経費として、交流事業や閉校式・開校式との関連経費、スクール

バスの購入費等も計上しています。 

学校教育では、学校教育改革構想、及び学校教育指導の重点の中で示す京丹後市の目指

す子ども像「将来に夢と希望を持って生き生きと学ぶ」ことのできる子どもの実現に向け

施策を進めていく事としており、２６年度は峰山中学校区、網野中学校区で実施すること

とし、他の中学校については引き続き研究・検討を行うこととしています。また、「教育と

学びのまち京丹後」の実現に向け地域全体で学校教育を支援する体制づくり、放課後や土

曜日を活用した教育活動の実施研究を引き続き行う事としています。京丹後市の教育振興

のための施策に関する基本的な計画である「京丹後市教育振興計画」策定について、市民

を含めた策定委員会を設置し２５年から協議を行っていることはすでに報告させていただ

いていますが、２６年度中に策定を目指し予算を計上しております。 

社会教育の分野では、公民館再編計画に基づいて中央公民館の運営経費と各地区に設置

される地区公民館の支援を行う関係予算、また社会教育施設の管理経費、各社会教育団体

への活動支援のための予算を計上しております。体育関係では２７年度に本市で開催予定

である全国高等学校総合体育大会、インターハイです。カヌー競技の準備経費を新たに計

上した他、各社会体育団体への活動支援の予算、学校再配置に伴い増加しております社会

体育施設の管理経費を計上しています。 

文化財保護の分野では、市民が文化財に触れる機会の提供、郷土愛を育む取り組みや啓

発事業、資料館等の適切な管理運営を行うと共に、平成１７年度から行っています京丹後

市史の編さんを引き続き行い、本文編１冊と資料編のうち２冊を刊行し、この３冊の刊行

に伴い市史編さん事業は２６年度をもって終了することとなります。遺跡関係では、銚子

山古墳の整備活用のための用地の取得が２５年度で終了できませんでしたので、このでき

なかった分の用地買収を行う事としております。また、文化財セミナー博士講座の実施、

市制１０周年特別記念展示他各種の展示、京都縦貫道路開通を記念し２７年度に開催を計

画しております「（仮称）大丹後展」の準備経費等も計上しております。 

全体的な事は以上でございます。各課の方から説明をさせていただきますが、資料に付

けさせてもらっています事業ごとに説明しますので、課長があちらこちらに進めることが

あると思いますが、どうぞよろしくお願いします。 

 

（別紙により説明） 

 

<小松委員長> 

 ありがとうございました。 

  議案第１２号をご説明いただきました。 

ご質問、ご意見等がございましたらお願い致します。 

 

<森委員> 

 はい。 
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<小松委員長> 

 はい。 

 

<森委員> 

 何点かお聞きしたいのですけれども、まず家庭子ども相談室事業で年間どのくらいの相

談があるのでしょうか。先ほど、年々増加してます、ということを言われたのですけれど

も、どうでしょうか。 

 

<中村子ども未来課長> 

 家庭子ども相談室が扱っています件数なんですけれども、平成１８年度については１０

３件でしたが、２２年には倍増しまして２０７件、それから２３年が２２２件、２４年度

が２３２件でしたが、２５年度につきましては１２月末ですでに２５２件ということで、

２４年度の年間よりも１０件多いというようなことになっています。この件数につきまし

てはお子様１人を１件というふうに扱っております。 

 

<森委員> 

 ありがとうございました。どんどん相談が増えているのにも関わらず、これだけの予算

でというか、いいのかなと思います。 

 それから、ファミリーサポートセンターの事業なんですけれども、援助を受けたい人と

助けたい人の会員登録は今現在どのくらいあるのでしょうか。 

 

<中村子ども未来課長> 

 家庭子ども相談室の事業費につきましては、昨年度車も購入いたしましたし、それから

２５年度につきましては専用の携帯電話の方も確保させていただきました。そういうもの

を動かすお金だけということになりますので、額は少ないですけれどもしっかり対応させ

ていただくというふうに思っております。 

 ファミリーサポートセンターなんですけれども、子育ての援助を受けたい方を「おねが

い会員」、援助を行っても良いよという方を「まかせて会員」というふうに呼んでおります。

おねがい会員が、２５年度の今の現状で９１人、まかせて会員の方が３３人、お願いもす

るけども任せてもらっても良いよという両方会員の方が７人というような状況になってお

ります。 

 

<森委員> 

 今まで気が付かなかったのですけども、その中で保険加入経費ということで、お互い何

かがあった時のためにこれは充実してあるということで大変良いことだなと思いました。

安心して預けられたり預かれるというのが、お母さんにとってはとっても良いことではな

いかなと思います。 

 それから、５ページの学校安全対策事業なのですけども、登下校時の除雪ですね。歩道

を除雪する除雪機を設置されたということですか。 

 

<山根学校教育課長> 

 歩道除雪については、基本的には道路管理者が行うという整理をさせていただいており
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まして、市でいきますと建設部の管理課が担当をしています。今回平成２５年度に配備を

しました除雪機については、全て学校に備え付けのものでございまして、基本的には学校

の敷地内の登下校、通路というのですかね、そこをあけてもらうというのが前提ですが、

歩道除雪が出来ていないという状況を把握しておりますので、可能であればＰＴＡの方だ

とか地域の方にお願いをしていただいて、その方が、早朝ということではなしに時間の合

間をみてあけていただくというようなことは学校の方から今お願いをしていただいている

ような状況があります。その登録をしていただいた方については、保険加入をさせていた

だくという事で今は進めさせていただいています。 

 

<森委員> 

 小学校の事務補助経費と中学校の事務補助経費で同じことが言えるのですけども、再配

置によって府費負担の事務の方が余ってくるかと。そういう方には入ってはいただけない

から市費の臨時職員を配置ということなのでしょうか。先ほどありましたね、大宮第一小

学校と久美浜中学校についてです。 

 

<山根学校教育課長> 

 私が聞かせていただいているのは、事務職員の配置についても府費の場合それなりの基

準を持っておられるというように伺っています。その辺り木本理事の方が詳しいのかも分

かりませんけれども、その基準に基づきますと、配置ができないという状況がある場合に

は、業務の内容として市の伝票等もきっていただいていますので、各学校の管理運営経費

を、できるだけその負担軽減をしたいという思いがあります。そういう意味から言います

と、大宮第一小学校とそれから中学校の２校については、府費負担の職員さんが一人でやっ

ておられるという状況が平成２５年度でありますので、支援をさせていただきたいという

のが１点です。それからもう１つ、久美浜中学校についてはスクールバスの運行台数が今

年度から増えましたので、これを全て教頭先生にお任せをするということにはならない、

教頭先生はやっぱり学校全体の中心で動いていただきたいと思いますので、そこを少しで

も援助がしたいということで、市費単費の事務職員を置く予定をしております。 

 

<木本教育理事> 

 関連してよろしいでしょうか。 

 府費負担の事務職員ですけども、基本的には１名なんです。それで、学校規模が相当大

きくなって高等学校くらいの規模になりますと複数配置になるのですけど、基本的には１

名しか付きません。それで、たまたま京丹後市の場合は加配措置というのがありまして、

現在峰山中学校に１名、府費負担の事務職員の加配が入っております。これも、だいたい

３年ごとに学校を変わりますので、その変わった学校も峰山中学校クラスの規模の学校に

なりますけども、それでも業務が大変多忙になりますので市費の方で賄っているという状

況です。 

 以上です 

 

<森委員> 

 はい、分かりました。 

 それから、最後にもう１点。公民館の方なのですけれども、かなり金額差があるなとは
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思っていたのですけど、大宮の場合はアグリセンターの管理運営事業で、あと網野は体育

施設管理運営事業でということなのですけれども、その部分は良いです。峰山地域公民館

は確かに人口割にしてもかなり多いと思うのですけれども、丹後地域公民館とか弥栄地域

公民館、久美浜って金額の差がかなりあると思うのですが、これはなぜでしょうか。 

 

<土出社会教育課長> 

 また峰山地域公民館に関わります関係経費ですが、峰山地域公民館に関しては利用頻度

が高いという事もありますし、それから修繕に係る経費が老朽化に伴って利用に必要な設

備が確保できない、機能が確保できないということがありますので今回計上しております。

それから弥栄と丹後につきましては管理経費につきましては、これもかなり差があるわけ

なのですが、同じくその施設の管理部分で光熱費が丹後町の方が多いということになって

います。これは施設冷暖房について一括管理をしておりますのでその関係で経費について

かなり差額が高くなっているというのがあります。ただ、久美浜地域公民館につきまして

は図書室はあるのですが、公民館としての施設の貸し出し業務というのが、施設の設備上

ありませんので、その分設備の維持管理に係る経費は低くなっております。 

 

<吉岡教育次長> 

 弥栄の公民館は日直等の対応について、庁舎の日直がしていると思います。土日とか夜

間。だから、丹後と峰山は専用の方を雇っていれているので、その臨時の賃金の分が大分

違うと思います。 

 

<森委員> 

 分かりました。ありがとうございました。 

 

<野木委員> 

 すみません。昨年も質問したと思っているんです。教育費の予算の構成比に関して質問

させていただきます。平成２４年は２０．３％、昨年度が９．４、２６年度が９．２％と

いう構成比になっているのですが、市長はスポーツだとか教育も含めて推進していくんだ

というような取り組みをされている中で、少しずつ予算の構成比が少なくなってきている。

小中の統廃合がある程度終了してくるとこの構成比なんかももっともっと下がっていくの

なかというような気分はあるのですが、私はやっぱり１０％というような教育費の構成比

というのはやっぱり目指すべきだろうなと思うのですが、その辺りはどうなのでしょうか。

市長がスポーツとか色々取り上げている中での予算配分は、やっぱりこういう少しずつ少

なくなっていかざるを得ないような経営しかできないのでしょうか。 

 

<吉岡教育次長> 

 構成比としては少なくなっているのですが、全体の事業費は教育費も増えていっている

という状況です。額としては増えてきていると思っています。それから、反面、市全体で

考えた場合に、他の費目、例えば衛生費とか農林費とか商工費のそちらの事業費がずいぶ

ん増えてきている関係があって、割合が少なくなってしまっているということです。例え

ば、農林や商工なんかについては、今経済の方が低迷しているのでその関係の費用を結構

増やしている関係もあって、どうしても増えてきているということになると思います。た



 7 

 

だ、教育費についても施設整備が少なくなったとしても一定の額はやっぱり確保しなけれ

ばいけないと思っていますので、それについては今後も努力していく必要があるかなと言

うふうに思っています。市長の思いとしても、決して教育費を少なくしようという思いは

ないと思っています。 

 

<野木委員> 

 それは安心しております。 

 その中で、１５ページに幼稚園として教諭の免許の更新の経費として旅費とか受講料を

計上しますということで、これはもう完全にそういうふうになっているものなのですか。

こういった個人の免許の部分の支援といいますか、そういうものを補助するというのは昔

からそうなっているのか、今年そういうものが計上されたのか質問します。 

 

<中村子ども未来課長> 

 幼稚園の免許は、一度取得すれば更新が前は必要ではなかったのですけども、途中から

更新が必要という風に変わりました。それから２４年度くらいからですか、私が来てから

は少なくとも公費で全て対応させていただいております。幼稚園と保育所が一体化したよ

うな施設をどんどん増やしておりますので、やはり幼稚園免許を持った職員はたくさんお

りますけど、更新をしないといざ幼稚園の方も担任してもらおうということになったらで

きませんので、統合保育所と幼稚園とあと３ヶ所、あと１年後にはできますのでそうした

状況に対応するために２５年度、２６年度は計画的に更新が必要な職員については市費で

対応していくということで、２５年度から明確にさせていただいて対応しております。 

 

<野木委員> 

 私はそこの部分がちょっと分からないのが、個人の資格の部分を市の予算の中で補って

いくというその仕組みというか考えが、ちょっと私には理解できない部分が正直あります。

ただ、意味合いはよく分かるのですけども、他の部分といいますか、こういった教育以外

のものであれば、個人の資格において市の支出で支援していくというのはあるのかなとい

うような疑問を率直に持っております。 

 

<吉岡教育次長> 

 市の行政施策の中で、途中で免許が必要になったり、そういうようなものがでてくるよ

うなものが若干あります。それで、今回も保育士で採用されている職員についてはたまた

ま幼稚園の教員も持っていた職員がたくさんいましたので、幼稚園の方に勤務してもらう

ことは可能なのですが、中には更新をしたくない、別にしなくても良いというような職員

も結構います。ただ、市の施策として幼保一体化施設として 幼稚園を増やしていきたい

という思いがあるので、それについては絶対更新をしてほしいということをできるだけ依

頼するといったら変ですけど、その取るように指導をして取ってもらっているという形に

なっています。だから放っておくと多分更新しないだろうと思います。 

 

<小松委員長> 

 何年で。 
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<吉岡教育次長> 

 幼稚園も１０年ですね。 

 

<山根学校教育課長> 

 今次長も申しましたけども、職員採用の資格が、要件が、保育士だけなのです。今言い

ました、たまたま幼稚園の資格も持った職員であるという、今になれば。全旧町域に幼稚

園を設置するといった時に、保育士資格では幼稚園の教諭ができないので、その教諭を例

えば切れた人は復活をしてもらうとか、ちょうど更新の時期にある人は更新をしていただ

くということを市の施策として取り入れたという事です。従って、今後もそのことがずっ

と続いて行くのかといったら、それはまた施策として考えていかなければならない部分。

そうしなければ幼稚園が各町域にできない状況があったというのが事実だと思っています。 

 

<中村子ども未来課長> 

 こういうことが明確になってから保育所の職員とか採る時には、現在ではもう幼稚園教

諭の免許と保育士の免許を両方持っていないと応募ができないというような形にしており

ます。 

 

<野木委員> 

 今の状況がそうであるという、分かりました。ただ、何となくうーんという感じになる

のですけども、今の現状がそうなのだということは分かりました。 

 

<森委員> 

 私も野木委員と同じような意見を持っているのですけど、個人の資格なのにどうしてそ

こまでっていうような思いもあるのです。その資格更新に行かないといけないということ

があれば、有給休暇ではなくて、休みはというか、融通は付けたらいいと思うのですけど、

そこまで旅費とか必要なのかなとちょっと疑問にも思っていたのですが、立場変わればい

ろいろで、多分普通の一般企業だったら自分の資格は自分でというふうになると思うので

すけど、その辺でさっき教育次長が言われたように、もう免許更新しないみたいなことを

言われると、それはそれで困る部分もあると思うのですし、そうならそうで、じゃあ辞め

てくれとかいうわけにはいかないですものね。 

 

<吉岡教育次長> 

 そこら辺の人事とか難しいとこなのですけど、たまたま幼稚園の教諭の資格を持ってい

たものがいるという事ですね。 

それで、極端な話をします。例えば、今回社会教育主事を取ってもらおうと思っている

のですけど、今までは社会教育主事を持っていない職員は社会教育主事を取る場合１ヶ月

くらい研修に行きます。何十万という費用が要りますけど、これはもう公費で払って社会

教育主事の資格をとってもらうという形になります。それから保健師さんなんかだったら

保健師の資格を持っているのですけど、安全衛生委員会の衛生管理者なんかも取ってもら

うことなのですが、これも費用が掛かるのですけど、何にも言わなかったらわざわざ保健

師の資格を持っていて衛生管理者を取らないですから、そういう費用は市が出すような形

になっています。市の業務として、途中で取ってほしいというようなものがあった場合は、
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その費用を出すような形を取っています。資格は個人にかえります。 

 

<野木委員> 

 じゃあ、よく旧町の場合だと大型特殊免許を職員が取った時に公費で取りましたよ、と

いうようなことと同じような考えでよろしいのですか。 

 

<吉岡教育次長> 

 そうです。 

 

<野木委員> 

 よく分かりました。 

 

<森委員> 

 そう言われるとよく分かる部分もあります。 

 

<文珠委員> 

予算を出すことができまして、教育関係、文化財関係、社会教育関係、児童福祉関係 

等々多岐にわたり、また大きな事業から細かい事業に対してまできめ細やかに予算を作っ

ておられます。大変すごいなと思っております。是非この予算を無駄にならないように活

用いただきまして事業を推進していただきたいというふうに思っております。全体的な感

想としては、私は細かい所だけちょっと教えて下さい。１１ページの小学校就学援助事業

で、要・準保に対しての就学援助というようなことの項目ですが、その中の就学援助費、

カッコ書きがあるのですけども、学用品費、新入学学用品費、校外活動費等々ございます。

小学校の方にはないのですが、その中で、卒業する時のアルバム費はこの中に入らないの

かなとちょっと一瞬思いまして、やっぱり該当しない項目であるということで良いので

しょうかね。 

 

<山根学校教育課長> 

 アルバムには出していないです。記念品になっていたら分からないと思います。 

 

<吉岡教育次長> 

アルバムが記念品になっとったら分からんゆうことだね。 

 

<山根学校教育課長> 

 アルバムを買って、そのアルバムを活用して卒業アルバムを作っておられる学校がある

ように聞いたことはあります。アルバム自体は記念品で、公費で買っている部分があると

思いますので、それから何かいろいろと作成をしているようなことは。 

 

<森委員> 

 中身があるか無いかの違いということですか。 

 

<米田教育長> 
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 そうか分からんな。 

 

<山根学校教育課長> 

卒業記念品については１，２６０円という単価をもっているので、それ以上は公費とし 

ては出していないです。 

 

<吉岡教育次長>  

市から、その記念品の分をアルバムに使っているところはそれを使って、足らない分は

保護者負担をしているかも分かりません。 

 学校によって多分金額も違うと思うので、アルバム代が。 

 

<山根学校教育課長> 

 卒業記念品費に係るものについて、公費としては要綱上ないというように整理をしてお

り、国の要綱上入ってないという事ですので、要綱に沿って京丹後市の方も対応していま

す。 

 

<中村子ども未来課長> 

 すみません、よろしいでしょうか。 

 先ほどファミリーサポートセンターのおながい会員、まかせて会員の人数を報告させて

いただいたのですけど、申し訳ありません。ちょっと１年前の数字を私報告させていただ

いてまして、２月１日現在ではちょっと違いましたので訂正をさせてください。おねがい

会員が８１人、まかせて会員が３２人、両方会員が５人という事になります。申し訳あり

ませんでした。 

 

<文珠委員> 

 別にもう１点お願い致します。スクールバスの中学校通学対策事業の件で①中学校ス

クールバス運行管理事業ということで大きく項目が、予算がでております。スクールバス

は中学校再配置によりとても重要な通学手段としてなるわけでございますけれども、以前

からも小学校のスクールバスに関してはわりかし狭い地域の中から学校へということもあ

るのですけど、中学校になりますと大変広範囲から、また多くの生徒がスクールバスを利

用するということになろうかなと思います。久美浜中学校でも既に実施されていまして、

そこら辺はもういろいろ運行方法等準備なされていると思うのですけど、私もちょっとよ

く確認できてないので分からないですけど、１ヶ所の所に集まっていただいてそれを連れ

てくるという方式が今とられているのか、それともずっとラインに沿って各場所に子ども

を乗っけていく方式になっているのかなというふうに、どちらにしてもその場所場所で良

い方法を取られていると思うのですけど、見ていて気になるのは、停留場が良い所にある

のかなと、ちゃんとした、例えば雨風を避けるくらいのことも設置してあるのかいなと、

これから丹後町の方も作る、また網野町も再配置が来年以降計画されている中で、生徒た

ちが待っている場所はどういう状態なんだろうというのはすごく心配になってくることが

あるのですけども、そこら辺の現状と教育委員会の考え方というのはどんなことになって

くるのかというと、もっと地元とそれこそ話していただいてそういった気運を盛り上げて

いっていただけたらなというのは大いにあります。 
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<藤村教育総務課長> 

 スクールバスにつきましては、特に２５年度から久美浜地域が始まりましたので、一番

面積的にも広いということで、谷もたくさんあります。ということで、何系統かに分かれ

て行って、その途中で基本的には１つの地区に１ヶ所というバス停を設けて、そこから乗

車していくというような形になっています。バス停については、基本的には市営、特に久

美浜町の場合はもともと市営バスが走っている部分が多いですので、そこのバス停を基本

としておりますが、中にはそこよりもこちらの方が良いというようなことも、それはＰＴ

Ａなり地域なりと話をする中で場所は変えたりすることもあります。かなり範囲が広うご

ざいますので、できましたら全体を３０分以内くらいで運びたいという思いがあるのです

けども、やはりこれは依然からですけど、例えば蒲井や旭の方からですと途中で乗り継ぎ

なんかもしますので、やっぱり４０分以上かかって通っていただいている所もあるという

のが現状になっています。また、バス停でそういう雨風を防ぐ所につきましては、地域の

方で中には作っていただいたりしている所もありますけども、なかなか市費でそういうも

のを作るというとこまではいっていないというのが現状でございます。 

 

<文珠委員> 

 現状はそれほどたいしたことはないのだろうなと思いますけども、例えばぱっと自分勝

手に考えるならば、１ヶ所に集中して待合場所があって、そこから運んでいくと、その集

中する場所はやっぱり人が沢山になるから、例えばそこに自転車で来る子達もいるだろう、

歩いてくる子達もいるだろうと。それが３０人、４０人になってくるとすごい場所もいる

し、そういった設備もあった方が絶対良いなと思うことがあって、これが、久美浜はあま

りそういうことを考えなくても良かった、それから丹後町でもしかしたらそういうことを

考えないかんかも分からん、網野町で考えんなんかも分からん状態があるので、やっぱり

いろんなスクールバスのそういう所がね、いろんなところを話題に挙げてもらって、どう

ぞ地元を突っついていただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

 

<小松委員長> 

 他にございませんか。 

 

<小松委員長> 

  それではお諮りを致します。議案第１２号「平成２６年度教育委員会関係予算について」

につきまして、承認にご異議ございませんでしょうか。 

 

<全委員>    

 異議なし。 

 

<小松委員長> 

 異議なしと認め、承認と致します。 

 

<小松委員長> 

 次に、報告議案が１件ございます。 
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 報告第５号「京丹後市立学校医の解嘱及び委嘱について」を議題と致しますので、説明

をよろしくお願い致します。 

 

<米田教育長> 

 教育次長の方から説明します。 

 

<吉岡教育次長> 

 報告第５号「京丹後市立学校医の解嘱及び委嘱について」説明をさせていただきます。

大宮第一小学校の学校医として委嘱をしてお世話になっておりました谷口謙氏から、１月

３１日をもって辞職をしたい旨の申し出がありましたので、これを承認し、後任に久美浜

町浦明１２５８番地齋藤治人氏を委嘱しましたので報告いたします。 

 学校医は学校保健安全法で学校におくこととされておれておりまして、委嘱については

医師会からの推薦を基に行っております。任期は平成２６年３月３１日までとします。 

なお、本来でしたら人事案件ですので従前のとおり事前に審議をいただくものなのです

が、任命は医師会からの推薦に基づいておこなっていること、また推薦を待って任命しま

したことから本定例会の報告としましたのでよろしくお願い致します。 

 以上です。 

 

<小松委員長> 

  ただ今、報告第５号をご説明いただきました。 

ご質問等がございましたらお願い致します。 

 

<小松委員長> 

 ご質問等ございませんか。 

 それでは、以上をもちまして本日の議事はすべて終了させていただきました。 

続いて３のその他ということで、何かありましたらお願いしたいと思います。 

 

<小松委員長> 

 ございませんか。 

ないようでしたら、以上をもちまして第３回京丹後市教育委員会臨時会を閉会と致しま

す。ご苦労様でした。 

 

 

〈 閉会 午後５時３５分 〉 

 

［ ３月定例会 平成２６年３月７日（金） 午後４時００分から ］ 


